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ゆかりプロジェクト
基本的アイデア

• 機能分散協調ユビキタス環境
– アプライアンスの機能を単位にネットワークに接続
– 機器間の協調サービスを実現
– 家全体で使いやすさを最適化

• コンテキストアウェアなサービスの実現
– 生活してる人間の情報獲得
– 個人適応型インターフェース
– 気の利いた（コンテキストアウェア）サービスの実現



ゆかりプロジェクト
研究戦略

• 情報技術適用分野の明確化
– 家庭を中心とする生活支援を対象

– アプライアンス vs家全体
• 研究の技術的戦略

• 自分のために自分の情報を取得する戦略
• 監視型技術の対抗軸を提案

• コンテキストアウエアな情報技術
• 少人数での個人識別の実用化

• 長時間利用の結果、個人に適応するメカニズム

• ネットワークからアプライアンス、サービスまでの縦
割り型研究

• システムのすべてを研究対象

• 使いやすさ、レイテンシを最重視



研究体制

ネットワーク層

機能分散協調層

コンテキストアウェア層

サービス・インターフェース層

アプライアンス

家全体

ゆかりアーキテクチャ

サービス・
インタフェースG

基盤G



研究目標
• ユニバーサルインターフェース層 気の利いたサービ
ス実現

What型インターフェースの実現
コンテキスト、メタファ、場に基づく対話制御

• コンテキストアウェア層 生活情報の収集
アプライアンスや環境に埋め込まれたセンサ情報の取得
観測情報を個人ごとに蓄積、統計処理
ユーザのコンテキストの獲得

• 機能分散協調層 国際標準化
各社の機器を機能単位にネットワークに接続
種々の機器機能を利用したサービスの実現（バーチャルアプラン

ス）
セキュリティ、優先制御の実装

• ネットワーク層 効率のよい実装
ネットワークを意識させない
声の聞こえるネットワーク技術
通信の機能よりもレイテンシーを重要視する設計



ユビキタスホームの設計と実装



リビング寝室書斎
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設置されているセンサのスペック設置されているセンサのスペック

・カメラ，マイク
・センサフロアタイル：
センサユニットサイズ 900mm×900mm×14mm
感圧センサ数 225個／ユニット（センサピッチ60mm）

・ センサウォールモジュール
赤外線人感センサ ２個／900mm
最大検出距離 2m以上

・ アクティブ型RFIDシステム
周波数 ３１５．１ＭＨｚ
伝送速度 ９６００ｂｐｓ
送信出力 微弱電波（５００μＶ／ｍ以下３ｍ法）

・ パッシブ型RFIDシステム
周波数 ２．４５GHz 
記憶容量 １，０２４bits (ユーザー領域９１２bits)
読み取り距離 最大１．５ｍ
書き込み距離 ７０cm（基準値）



サービス・インターフェースＧ
研究成果

• 母親子供メタファの提案
• アプライアンスとしてのインターフェースロボット
（Kobold）の設計と実装

• コンテキスト抽出のために各種センサからの
データを環境行動データベースに蓄積するシス
テムを構築

• コンテキストアウェアなサービスを考案
– 個人の好みに応じたＴＶ番組を検索
– レシピデータベースを利用した料理の提案



アンコンシャス型ロボット
とビジブルロボットの連携

母親メタファ‐子供メタファ

母親子供メタファによるロボットインターフェース



インターフェースロボット（Kobold）



レシピデータベースを用いた料理の提案



基盤Ｇ研究成果

• 機能分散協調基本ソフト「ゆかりコア」の設計と
実装

• 実機に応じた機能定義と「ゆかりコア」の搭載
• 洗濯機
• 冷蔵庫
• 時計
• ディジタルカメラ
• テレビ
• 照明
• センサゲートウェイの実現（照度、近接、ガス、焦電）

• 機能協調サービスの実現によるゆかりコアの動
作を確認



ユーザ

ネットワーク層

サービス記述

ファンクション層

リアル
アプライアンス

Ｐ２Ｐ
ブロードキャスト

機能分散協調基盤（ゆかりカーネル）

表現と操作

バーチャル
アプライアンス

ゆかり基盤サービス

ゆかりカーネル

単機能



分散型機能協調基盤ミドルウェア「ゆかりコア」

機能発見・機能協調

ゆかりコアゆかりコア

PC

機能リスト

ディスプレイ機能

スピーカ機能

データ記録機能

計算機能

冷蔵庫

機能リスト

冷蔵機能

冷凍機能

状態通知機能

カメラ機能

食材管理機能

洗濯機

機能リスト

洗濯機能

乾燥機能

状態通知機能

水量記録機能

機能分散ユビキタス環境

センサネットとセンサゲイトウェイ
（写真は焦電センサ）



社会貢献

● 新聞発表：日本経済新聞全国版夕刊１面，地方紙５誌，業界紙２誌にユビキタスホー
ムおよび情報家電のネットワークによる機能連携を発表
● テレビ報道発表：韓国ＳＢＳ放送，ＮＨＫ ＢＳ１を含め，７件のテレビ番組取材．

● 対外的な展示： 第３回産学官連携推進会議，えひめITフェア2004でユビキタスホーム
を展示．

学術貢献

● 論文２件（１件はMachine Learning採録決定），特許登録１件*，特許出願2件，解説
記事２件，国際会議４件，国内研究会１１件，国内全国大会８件
● 東京大学VRラボシンポジウムで依頼講演を行った．
● 信学会IA/TAIと情処学会QAIの合同研究会のパネル討論のパネラに招聘された．

対外発表（２００４年９月まで）

＊：前研究テーマの成果



コンテキストアウェアサービスの考案

2004年度活動状況と今後の計画

研究課題

平成１６年度

4月 5月 9月 3月

基盤Ｇ

サービス・イン
ターフェースＧ

第１回成果外部
公開（オープンラ
ボ協議会総会）

第２回成果
外部公開
(FIT2004)

ゆかりコア実装

ゆかりコアの実機（ＡＶ機器，
白物家電，センサ）への移植

ゆかりカーネル
仕様検討

ゆかりコア＝機能分散協調基盤ミドルウェア

要素技術（対話メカニズム，
顔画像処理など）検証

分散環境行動データベース構築

要素技
術改良

ゆかりカーネル実
装

実環境評価
実験

中
期
計
画
最
終

年
度
に
統
合

ロボット技術開発（アンコンシャス型，ビジブル型）



今後の研究計画

• ユビキタスホームで「ゆかりカーネル」と対
話型ロボットインタフェースを連携した家庭
内サービスの研究開発と実証実験を実施
する．



今後の研究活動
サービス・インタフェースＧ

• ロボット対話インタフェースの基本構造とし
て「連想しり取り対話戦略」を提案、設計し
て、実装する

• ユビキタスホームで実生活することにより
分散環境行動データベースへデータを蓄
積し、コンテキスト抽出する

• ユビキタスホームでコンテキストアウェアな
サービス（料理、ＴＶ番組）の実証



今後の研究活動
基盤Ｇ

• ゆかりコアを拡張したゆかりカーネルの設計と実
装

– セキュリティ機能を付加
• ゆかりコア：基本分散協調基盤ソフト
• ゆかりカーネル：家庭向け分散協調基盤ソフト

• ゆかりコアを搭載した実機の種類を増やす
• ゆかりコアの国際標準化の可能性を検討
• 「ゆかりコア」「ゆかりカーネル」をオープンソース
ソフトとして公開予定



オープンラボ参加企業

• （株）東芝
• 日本電気（株）
• 沖電気工業（株）
• 三洋電機（株）
• 大日本印刷（株）
• Samsung Electronics Co., Ltd.



オープンラボ参加大学

• 京都大学
• 奈良先端科学技術大学院大学
• 東京大学
• 大阪工業大学
• 立命館大学
• 和歌山大学
• 同志社大学
• 岡山大学
• 武庫川女子大
• 佛教大学
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